
変
わ
る
市
場
機
を
見
て
果
敢
に

製紙用の誘導発熱
ジャケットロール

ニーズに応じて多様な機器
をそろえるＦＡ関連機器

北野良夫社長トクデン

中村道一社長ＮＫＥ

尾池均社長尾池工業

顧
客
ニ
ー
ズ
対
応
を
強
化
小
回
り
き
く
強
み
生
か
し
て

　
―
２
０
１
２
年
の
見
通
し
は
い

か
が
で
す
か
。

　
「
去
年
は
全
般
に
厳
し
か
っ
た

が
、
後
半
か
ら
次
第
に
持
ち
直
し

て
き
た
。

年
も
先
行
き
は
不
透

明
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

需
要
が
本
格
的
に
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
ま
で
手
薄
だ
っ
た
関
東

で
は
、
拠
点
の
さ
い
た
ま
営
業
所

さ
い
た
ま
市
見
沼
区

で
技
術

サ
ー
ビ
ス
体
制
を
拡
充
し
た
の

で
、
成
果
が
見
込
め
る
。
さ
ら
に

今
年
は
初
の
海
外
拠
点

と
な
る
中
国
工
場
を
開

設
し
、
外
需
開
拓
も
期

待
で
き
る
」

　
―
主
力
と
す
る
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
・
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン

Ｆ
Ａ

製
品
で
生
じ

て
い
る
需
要
動
向
の
変
化
は
。

　
「
か
つ
て
は
工
場
の
全
自
動
化

が
ニ
ー
ズ
の
中
心
だ
っ
た
。
し
か

し
、
現
在
は
人
手
も
併
用
す
る
多

品
種
少
量
の
半
自
動
化
ニ
ー
ズ
が

増
え
て
い
る
。
主
な
顧
客
の
業
種

も
自
動
車
や
電
機
部
品
、
家
電
、

機
械
工
具
商
社
か
ら
、
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
や
食
品
な
ど
に
広
が
っ

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
取
引
は
無
理

だ
と
思
っ
て
い
た
食
品
業
界
に
も

技
術
提
案
を
試
み
、
顧
客

開
拓
に
結
び
つ
け
て
い

る
」

　
―
競
争
の
厳
し
い
市
場

で
ど
の
よ
う
に
差
別
化
戦

略
を
進
め
て
い
き
ま
す

か
。

　
「
大
手
に
は
な
い
小
回

り
が
き
く
強
み
を
生
か

し
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

き
め
細
か
な
工
場
自
動
化

の
提
案
を
進
め
る
。
パ
ー

ツ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
や
搬
送
、
省
配

線
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
セ
ル
構
成

の
各
種
機
器
を
標
準
化
し
、
多
様

に
組
み
合
わ
せ
る

Ｂ
Ｂ
Ｓ

ブ

ロ
ッ
ク
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
シ
ス

テ
ム

に
よ
り
、
顧
客
ご
と
に

最
適
な
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
を
築
く
」

　
―
中
国
の
事
業
戦
略
は
。

　
「
中
国
に
工
場
を
開
設
す
る
の

は
、
現
地
で
生
産
を
増
や
す
日
系

の
顧
客
に
低
コ
ス
ト
で
迅
速
な
供

給
体
制
を
整
え
る
の
が
狙
い
だ
。

需
要
が
見
込
め
る
中
国

で
Ｆ
Ａ
関
連
製
品
を
組

み
立
て
、
納
期
の
短
縮

や
技
術
サ
ポ
ー
ト
の
充

実
に
努
め
受
注
を
伸
ば

す
。
国
内
需
要
の
頭
打

ち
を
外
需
で
カ
バ
ー
し
た
い
」

　
―
技
術
開
発
の
新
た
な
テ
ー
マ

は
。

　
「

年
に
は
京
都
府
の

中
小

企
業
技
術
開
発
促
進
事
業

に
、

省
エ
ネ
型
の
エ
ア
チ
ャ
ッ
ク
と
エ

ア
シ
リ
ン
ダ
ー
の
機
器
開
発
が
採

択
さ
れ
た
。
工
場
で
大
量
の
電
力

を
使
う
エ
ア
の
消
費
を
減
ら
す
機

器
開
発
に
取
り
組
む
。
こ
れ
ま
で

の
機
器
に
比
べ
エ
ア
消
費
を

％

削
減
で
き
る
機
器
を
開
発
す
る
」

航
空
機
向
け
需
要
急
回
復
売
上
高
５
０
％
増
見
込
む
１
２
年
６
月
期

　
―
固
有
技
術
を
誇
る
中
堅
企
業

に
も
超
円
高
を
は
じ
め
苦
境
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
ト
ク
デ
ン
は

「
誘
導
発
熱
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
ロ
ー

ル
」
で
シ
ェ
ア
を
独
占
し
て
い
ま

す
が
、
２
０
１
２
年
の
見
通
し

は
。

　
「
去
年
落
ち
込
ん
だ
反
動
も
あ

る
が
、

年
６
月
期
は
前
期
比
で

売
上
高
が

％
成
長
す
る
見
込
み

だ
。
航
空
機
用
の
炭
素
繊
維
や
高

弾
力
・
耐
熱
性
の
ア
ラ
ミ
ド
繊
維

な
ど
の
高
機
能
素
材
生

産
に
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
ロ

ー
ル
の
需
要
が
急
回
復

し
て
い
る
」

　
―
円
高
や
競
合
す
る

海
外
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

よ
る
打
撃
は
な
い
の
で
す
か
。

　
「
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
ロ
ー
ル
は
合
成

樹
脂
・
合
成
繊
維
を
は
じ
め
と
す

る
多
様
な
素
材
の
製
造
プ
ロ
セ
ス

や
、
熱
で
張
り
合
わ
せ
た
り
引
き

伸
ば
し
た
り
す
る
２
次
加
工
分
野

で
使
わ
れ
る
。
電
磁
誘
導
の
発
熱

と
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
原
理
を
組
み
合

わ
せ
た
均
温
技
術
で
、
ロ
ー
ル
表

面
を
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
０
・
５
度

Ｃ
の
均
一
な
温
度
に
保
つ
。
他
社

に
な
い
技
術
だ
か
ら
、
円
高
で
も

製
品
に
見
合
っ
た
価
格
で
販

売
で
き
る
。
円
高
や
製
造
業

の
海
外
生
産
が
進
行
し
て
も

高
付
加
価
値
な
素
材
産
業
は

国
内
に
必
ず
残
る
。
こ
う
し

た
産
業
の
た
め
に
精
密
熱
ロ

ー
ル
は
不
可
欠
に
な
る
」

　
―
一
方
で
は

年
に
新
た

な
分
野
と
し
て
、
過
熱
水
蒸

気
の
生
成
装
置
「
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
パ
ワ
ー
・
ス
ー
パ
ー

ス
チ
ー
マ
ー

Ｕ
Ｐ
Ｓ
Ｓ

を
開
発
し
ま
し
た
。

　
「
Ｕ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
は
最
高
７
０
０
度

Ｃ
の
超
高
温
過
熱
水
蒸
気
を
、
ト

ラ
ン
ス
の
電
磁
誘
導
に
よ
る
発
熱

原
理
で
生
成
で
き
る
。
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
変
換
効
率
が

％
と
極
め

て
高
い
。
高
周
波
イ
ン
バ
ー
タ
ー

を
採
用
し
な
い
た
め
省
エ
ネ
・
低

コ
ス
ト
で
、
石
油
・
ガ
ス
の
よ
う

な
燃
焼
式
と
比
べ
環
境
負
荷
も
小

さ
い
。
食
品
の
焼
成
・
乾
燥
や
医

療
器
具
の
消
毒
・
殺
菌
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
高
温
・
無

酸
素
状
態
で
の
炭
化
な

ど
で
新
た
な
顧
客
を
増

や
せ
る
」

　
―
Ｕ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
の
狙
い

は
。

　
「
当
社
は
売
上
高
の

％
を
占

め
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
高

い
依
存
度
の
低
減
を
重
要
な
経
営

テ
ー
マ
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ

こ
で
創
業
時
か
ら
の
固
有
技
術
で

ノ
ウ
ハ
ウ
も
多
い
ト
ラ
ン
ス
技
術

を
生
か
し
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
を
製
品
化

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
モ
ノ
づ
く
り

は
省
エ
ネ
と
省
資
源
が
重
要
な
テ

ー
マ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
利

用
で
き
る
Ｕ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
で
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
開
拓
し
た
い
」

面
倒
な
こ
と
積
極
的
に
ニ
ッ
チ
、
高
付
加
価
値
品
深
耕

色素増感型太陽電池 など
に使われるロール状の低抵
抗値透明導電性フィルム

　
―
透
明
導
電
性
フ
ィ
ル
ム
の
大

手
で
す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能

携
帯
電
話

の
需
要
が
大
き
く
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
向
け
が
好
調
だ
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
登
場
す
る
前

は
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
用
な
ど
中
・
大
型
が
主
力

で
、
ニ
ッ
チ

す
き
間

で
競
合

が
少
な
か
っ
た
。
現
在
も
い
ろ
い

ろ
な
方
式
が
出
て
き
て
い
る
の
で

ど
こ
に
落
ち
着
く
の
か
読
め
な

い
。
主
流
の
イ
ン
ジ
ウ

ム
・
ス
ズ
酸
化
物

Ｉ

Ｔ
Ｏ

以
外
の
素
材
、

例
え
ば
銀
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ

や
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ

ー
ブ
な
ど
を
使
っ
た
導

電
膜
に
も
対
応
し
て
い
く
。
川
上

の
部
材
メ
ー
カ
ー
と
も
連
携
し
て

開
発
を
進
め
る
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

は
ま
だ
ま
だ
用
途
が
拡
大
す
る
。

色
素
増
感
型
太
陽
電
池
な
ど
に
使

わ
れ
る
低
抵
抗
値
透
明
導
電
性
フ

ィ
ル
ム
な
ど
次
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
展
開
も
積
極
化
す
る
」

　
―
鱗
片
状
蒸
着
微
粉
「
リ
ー
フ

り
ん
ぺ
ん

パ
ウ
ダ
ー
」
な
ど
新
製
品
が
育
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
「
導
電
性
イ
ン
キ
な
ど
と
し
て

展
開
し
た
い
リ
ー
フ
パ
ウ

ダ
ー
は
、
倉
吉
事
業
場

鳥
取
県
倉
吉
市

の
敷

地
内
に
５
億
７
０
０
０
万

円
を
投
じ
、
６
月
の
操
業

開
始
を
目
指
し
て
専
用
工

場
を
建
設
中
だ
。
既
存
顧

客
以
外
に
も
売
り
込
ん
で

い
く
。
ま
た
化
粧
品
向
け

に
用
途
開
発
し
て
い
る
ほ

か
、
同
志
社
大
学
と
は
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

の
負
極
材
料
に
用
い
よ
う
と
試
み

て
い
る
」

　
―
創
業
当
時
か
ら
手
が
け
る
金

銀
糸
の
状
況
は
。

　
「
海
外
で
多
く
使
わ
れ
る
た
め

輸
出
が
中
心
で
、
国
内
で
は
ア
パ

レ
ル
関
連
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

衣
料
分
野
な
の
で
人
口
が
増
加
す

る
地
域
で
需
要
が
増
え
る
が
、
流

行
に
は
波
が
あ
る
。
ボ
ト
ム

底

の
時
で
も
利
益
を
上
げ
る

た
め
に
、
伝
統
分
野
を
意
識
し
た

展
開
を
進
め
る
。
日
本

で
い
え
ば
和
装
に
あ
た

る
伝
統
的
な
衣
装
は
、

安
定
的
な
需
要
が
見
込

め
る
」

　
―
事
業
戦
略
で
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
。

　
「
ニ
ッ
チ
分
野
を
積
み
重
ね
る

よ
う
な
、

面
倒
く
さ
い
こ
と

を
や
っ
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
、

機
能
性
フ
ィ
ル
ム
は
量
も
出
な
い

し
、
面
倒
く
さ
く
、
顧
客
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ

個
別
仕
様

に
な

る
。
そ
の
分
、
付
加
価
値
は
高

く
、
ま
ね
し
づ
ら
い
。
こ
の
よ
う

な
、
日
本
メ
ー
カ
ー
が
得
意
と
す

る
強
み
を
生
か
し
て
い
き
た
い
」

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １月３０日 月曜日 　　


